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花卉を利用する人々の多くに、「生きている」という感動

を大切にしたり、植物の生活の不思議を発見する楽しみを

知りたいという意識をもつ人が少ないようだ。20ｍを超え

る欅の枝先にまで水が揚がるのは何故と考えた人は何人い

るだろうか。ある園芸に関心のある人々の研修会で質問す

ると、「木だから当然」という答えが大多数であった。

植物が生き残るために工夫していることへの諸現象を広

く知らせてこそ、園芸に興味を深める人々が増加するので

はないだろうか？ 園芸植物の生理・形態・生態などの情報

の提供も不十分な今日、園芸植物への科学の目を育てるこ

とも大切であって、それに伴う基礎データの整備を行う必

要を忘れてはならない。

昨今、小中学生の理科離れが問われているが、知識とし

ての学習が多くなり、驚きの学科であった理科ではなくな

ってきている。中学校の教科書は、色刷りの絵本となり情

報として正確で知識としては申し分がないのだが、実験を

通しての未知のものに接した感動が湧いてこないほどに、

懇切丁寧に出来上がり、結果が与えられてしまっている。

「こういうもの」という知識は豊富になり、問題はイン

ターネットで調べ、それで終わる習慣になってきた現代人

のガーデニングやフラワーアレンジなども、植物の環境変

化に対応して、その時その時を生きているという過程の中

での「生きざま」に感動してきた日本人の心のあり様を置

き去りにしているように思われてならない。

安達瞳子さんは、花を生ける心は「那の一点」を大切に

することと言われている。瞬きをするような短い時の空間、

人も植物もその積み重ねで生き、その中には生命の燃え上

がる瞬間がある。そのような重大な時を凝視すると、生き

るということの真実を取り戻す。野山で一輪の花に足を止

めたり、庭で育てたり、花を室内に挿したりを続けてきた

のではと、記している。そして、花を生けるという行為は、

生きているものを切ることで、人と花とが一体となって、

新しい作品としてその生命を生きるという。

その作品の生命を左右する環境をよりよくする的確な情

報を提供しなければならない。フラワーデザイナーを目指

す学生に照度計の使い方を問うと、けげんな顔をする人が

多い。光補償点を知らないからだ。水揚げの技術はあるが、

光が不足すると水揚げが悪くなるし、消耗が多く、那の一

点の輝きができないという知恵になっていないからだろう。
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